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◆弟１部 講演会 

 開発責任者 ： 土井歩（商品本部 主査） 
 ・クラス概念を打ち破る 新世代コンパクトと云う商品コンセプト 

 ・魂動  -  Soul of Motion デザイン 

 ・1.5L DE を軸にした SKYACTIV 技術 

 

◆弟２部 交流会 

 ・魂動  -  Soul of Motion         ： 篠原岳史（デザイン本部） 
 ・SKYACTIV パワートレイン       ： 小林徹（エンジン性能開発部） 
 ・先進安全技術 I – ACTIVSENSE  ： 吉田優巳（車両システム開発部） 
 ・走行安全性を最優先した新世代HMI ： 古江彩（電子開発部） 

http://www.demio.mazda.co.jp/ 



◆マツダ（デミオ）の車作り 

使命 BRAND 確立 

グローバル化 

顧客基盤構築 

デザイン・走り優先 （燃費と両立） 

工場の３極化 （ 日本＋タイ、メキシコ ） 

安心・満足 ・・・ ベテランユーザーに対して 
 
不安の低減・余裕 ・・・ 若年ユーザー 
 
笑顔・楽しさ ・・・ 新規ユーザー 

（ベンチマーク、クリニックはやらない） 

・・・ デミオは、２５０万台以上売ってきた 
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◆デミオの車作り 

クラス概念を打ち破る ・・・ アクセラ・アテンザの性能・品質感 

デミオは、２５０万台以上売ってきた 

長距離ドライブ性能 

ドライブポジション 

ペダル左右対称配置（ホイルベース＋８０mm） 

HMI技術の採用 (Human Machine Interface) 

MAZDA CONNECT・Active Driving Display 

安全技術 

i - ACTIVESENSE 

走りと燃費 

SKYACTIV–D、DRIVE、BODY、CHASSIS 

魂動デザイン （ KODO ： SOUL of  MOTION ） 

アクセラ・アテンザと同じ部品流用で品質感 
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◆Diesel を 何故推進するのか？ 

ビルディングブロック戦略 
SKYACTIV Technology で 

車のボディ、シャーシ、エンジンなどの技術を刷新し、 
新しい時代の要求に応える車を開発し、 
その上で環境性能に関する技術を積み重ねていくことで、 
自動車全体に課せられた課題を克服していこうという考え方 

２０１４年 ・・・ ２．７％ 

２０１４年 ・・・ ３２％ 

MAZDAの乗用車 Diesel 比率 

２０１４年１１～１２月 ・・・ ５８％ 

デミオ効果 
http://e-nenpi.com/enenpi/?defact=bodytype2 

日本国内の乗用車 Diesel 比率 

２０１３年 ・・・ ２．６％ 



国内で購入できるクリーンディーゼル車 
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http://www.cleandiesel.gr.jp/buy_cd2012.html 

マツダが 
日本のディーゼル市場を 

牽引している 

C3X 
2/27発売 
ディーゼルのみ 

日本車 

マツダ車 



◆最近のMAZDA の変化について質問 ・・・ 土井氏の回答 

みんなでやろう！ という雰囲気がでてきた 

やれる、やってみたら出来た。 という自信が広まった 

ますます チャレンジ なことを推し進める土壌が根付き始めている 
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